
22令和４年９月号

位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
本
計
画
で
、
文
珠
地

区
に
お
い
て
、
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
的
な
考
え
方
、
配

置
す
る
機
能
（
案
）
を
踏
ま
え
て
、
一
元

化
施
設
を
整
備
す
る
エ
リ
ア
や
整
備
機
能

・
機
能
構
成
図
、
整
備
配
置
イ
メ
ー
ジ
な

ど
を
位
置
づ
け
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
東
光
児
童
館
、

神
威
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
学
童
保
育
室
の

一
元
化
、
並
び
に
築
　
年
が
経
過
し
老
朽

５０

化
が
著
し
い
市
民
体
育
館
の
代
替
機
能
も

一
元
化
に
あ
わ
せ
て
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
施
設
周
辺
に
遊
具
や
健
康
器
具
を
配

置
す
る
な
ど
多
世
代
の
か
た
が
た
が
利
用

で
き
る
よ
う
な
公
園
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
の
実
現
に
よ
っ
て
、
多

様
で
魅
力
的
な
子
育
て
・
教
育
環
境
の
一

層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
特
色
あ
る

魅
力
的
な
交
流
拠
点
の
形
成
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

一元化施設の設置に向け
協議を進めています

市では、東光児童館、神威児童センター・学童保育室、市民体育館（多目的ホール）の代替機能
などをあわせ持つ施設を一元化した複合施設を歌志内学園の敷地内に整備することを検討してい
ます。
敷地内では、認定こども園も設置されており、複合施設とすることで、幼児から高齢者までが集
い、子育て支援や市民交流がしやすい拠点となることを目指しています。
令和３年度７月に発足した「文教地区整備基本計画策定委員会」では、一元化施設に必要な児童
館や学童保育室、体育館等の各機能のあり方などについて検討し、本策定委員会の意見や保護者ア
ンケートなどを踏まえた「文教地区整備基本計画」が本年３月に策定されましたので、一元化施設の
新設に向けた基本計画の一部をお知らせします。
なお、令和４年度は、新たに「文教地区複合施設整備検討委員会」を設置し、令和７年度中の施設
開設に向け協議を進めています。
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基
本
計
画
策
定
の
背
景
と
目
的

基
本
計
画
の
位
置
づ
け

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
に

一
元
化
施
設
の
目
指
す
姿
を
示
す
「
児
童

セ
ン
タ
ー
等
一
元
化
施
設
建
設
基
本
構

想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
策
定
の
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」、
及
び
令
和
３
年

度
策
定
の「
立
地
適
正
化
計
画
」で
は
、「
子

育
て
・
教
育
拠
点
」
と
し
て
文
珠
地
区
を

市
民
意
見
・
意
向
等

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
幅
広
い
分

野
・
年
代
の
市
民
及
び
学
識
経
験
者
が
参

画
し
た
「
文
教
地
区
整
備
基
本
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
、
７
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、

計
画
に
係
る
協
議
等
を
重
ね
ま
し
た
。

　
ま
た
、
庁
内
に
お
い
て
は
、
策
定
委
員

会
の
意
見
・
提
言
を
受
け
て
、
計
画
の
方

向
づ
け
を
行
う
協
議
・
調
整
を
行
い
ま
し

た
。子

育
て
・
教
育
拠
点
の
整
備
方
針

　
文
珠
地
区
に
お
い
て
、「
子
育
て
・
教
育

拠
点
」
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
義
務
教
育
学
校
（
歌
志
内
学
園
）

と
認
定
こ
ど
も
園
（
あ
お
ぞ
ら
）
が
立
地

す
る
「
歌
志
内
学
園
敷
地
内
」
に
一
元
化

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

文教地区整備基本計画の概要・骨格
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①体育室の利用頻度等について慎重に考慮を進め、
　費用対効果の高い整備のあり方を検討する。ケー
　スによっては歌志内学園体育館の活用策について
　も検討することが必要。
②図書コーナーは整備・運営の工夫しだいで、多世
　代が集い、利用頻度も高く、良いスペースとなる
　ので、既設図書館との連携・役割分担等の検討・
　調整を進めることが大事。
③屋外の遊びエリアは、遊ぶ子ども達の姿が各施設
　から目配りできる位置が望ましい。

①一元化施設は、「児童館・学童保育機能の移転集約」
　と「市民体育館の代替機能整備」を基本としますが、
　市民・地域の皆さんが利用できて、導入する機能
　によっては市外のかたがたも利用できる。
②「児童館＝通学する子ども達」「市民体育館代替機
　能＝登録したスポーツ等団体」の限られた人たち
　だけでなく、子育て世帯から高齢者まで誰もが気
　軽に利用できる。
③災害時には地域の避難場所・避難所として利用で
　きる｡
④カーボンニュートラルの実現やＳＤＧsの活動に
　貢献する取り組み

整備機能と整備機能構成図（ダイヤグラム）

整備機能・配置等の設定に関する視点・
ポイント

一元化施設の整備方針

整備機能の連携の方向性

一般開放エリア
【ｵーﾌ゚ﾝｽﾍ゚ ｽー､
ｺﾐｭﾆﾃｨ施設機能】

体育館代替機能
【市民開放機能】

児童館機能
【児童館機能】

一般開放エリア
【周辺整備】

④ここは避難場所・避難所となるため、配置は災害
　対策・防災を考慮した位置とする。
⑤プールも利用頻度等について慎重に考慮を進め、
　費用対効果の高い整備のあり方を検討する。今回
　の機会による整備とするか、将来的な整備可能性
　とするのかの検討が必要。
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●一定以上の所得のある後期高齢者医療の被保険者の医療費の窓口負担割合が変わります

　令和４年10月１日から、 一定以上の所得のある方は、現役並み所得者（窓口負担割合３割）を除き、医
療費の窓口負担割合が２割になります。窓口負担割合の変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険
者全体のうち約20パーセントです。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～窓口負担割合の見直しについて～

●窓口負担割合が２割となる方は、以下の項目にすべて該当する方です

▼市民税課税世帯で、３割負担（現役並み所得者）ではない

▼同一世帯に市民税の課税所得が28万円以上の被保険者がいる

▼年金収入＋その他の合計所得金額が、
・被保険者が１人の世帯の場合、200万円以上
・被保険者が２人以上の世帯の場合、合計320万円以上

▼世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、世帯単位で下記の流れで判定します。

●見直しの背景

　令和４年度以降、団塊の世代が７５歳以上となり始め、医療費の増大が見込まれています。
　後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は現役世代（子や孫などの世代）の負担（支援金）
となっており、今後も拡大していく見通しとなっています。
　今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を未来につないでいくためのも
のです。

現役並み所得者　に該当するか

世帯内の後期高齢者の方のうち
課税所得が28万円以上の方がいるか

世帯に後期高齢者の方が
２人以上いるか

「年金収入＋その他の
合計所得金額」が
200万円以上か

「年金収入＋その他の
合計所得金額」の

合計が320万円以上か

該当する 該当しない

いるいない

１人だけ ２人以上

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

世帯全員が
１割

　　　　
１割

世帯全員が
１割

　　　　
２割

世帯全員が
３割

世帯全員が
２割

※

※現役並み所得者とは、課税所得145万円以上で医療費の窓口負担割合が3割の方
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●窓口負担割合が２割となる方には負担を抑える配慮措置があります

　令和４年10月１日の施行後３年間（令和７年９月診療分まで）は、２割負担となる方について窓口負
担割合の引き上げに伴い、１か月の外来医療の負担増加額を3,000円までに抑えます（入院の医療費は
対象外です）。
　配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の口座
へ後日払い戻します。

■問い合わせ

●保険証が新しくなります（黄色→だいだい色）

　現在、ご使用の黄色の保険証の有効期限が令和４年９月30日
をもって満了となるため、10月以降は使用できなくなります。
　９月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きまし
たらだいだい色の保険証をご使用ください。
　10月以降の窓口負担割合が引き続き１割または３割の方も、
保険証が新しくなります。

・新しい保険証の有効期限は、令和５年７月31日です。
・紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、戸籍
保険グループまでお申し出ください。

※減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）、限度証（限度額適用認定証）は有効期限が令和５
年７月31日までのため、再交付しません。

新
し
い
保
険
証
は

だ
い
だ
い
色
で
す

●ご注意ください
・厚生労働省や地方自治体が電話や訪問で口座情報登録をお願いす
ることや、ＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。

・不審な電話があったときは、警察署（緯＃9110）または消費生
活センターにお問い合わせください。

書類は必ず郵送で

お届けします。

●２割負担となる方で高額療養費の口座が登録されていない方へ

　２割負担となる方で高額療養費の口座が登録されていない方には、法律の施行時期に申請書を郵送し
ます。申請書がお手元に届きましたら、申請書の記載内容に沿って、口座の登録をしてください。

・後期高齢者窓口負担割合コールセンター（緯0120-002-719）
・北海道後期高齢者医療広域連合（緯011-290-5601）
・戸籍保険グループ（市役所１階 緯42-3217）

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：１か月の医療費全体額が50,000円の場合

　   5,000円 窓口負担割合１割のとき　①

　10,000円 窓口負担割合２割のとき　②

　   5,000円 負担増　③（②ー①）

　   3,000円 窓口負担増の上限　④

　   2,000円 払い戻し（③ー④）

１か月5,000円の負担増を
3,000円に抑制するため
差額を払い戻します

配慮措置
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歌志内／夢・まち未来会議
「住みたいまち、次世代に誇れるまち」をめざし、今年度も会議を開催

　市の将来や夢などを自由に語り合う「歌志内／夢・
まち未来会議」が昨年に引き続き、今年度も実施さ
れることとなり、８月９日に第１回の会議を開催し
ました。
　昨年度からの継続メンバー７名、新たなメンバー
２名のかたがたがメンバーとして出席し、今回の会
議では自己紹介や意見交換などを行いました。
　人口減少が続く本市ですが、本会議では、今後よ
り良いまちづくりを進めるために、意見交換等を通
して市民と行政との協働のまちづくりを推進してい
くこととし、年度内に数回開催する予定です。

＜企画広報グループ＞

　台風は１年を通して発生しますが、その中でも８月から９月にかけてが最も多く発生し、日本列島へ
の接近・上陸数が多くなります。30年平均（平成３年から令和２年）では、年間で約25個の台風が発生
し、そのうち約12個が日本に接近、約３個が上陸します。北海道に関する台風の記録としては、平成28
年８月に１週間に３個の台風が上陸し、その後、さらにもう１個が接近するという、今まで経験したこ
とのないことが起きました。
　台風が接近し、大雨による洪水や土砂災害の危険性が高まった場合は早めの行動が必要です。「自らの
命は自らが守る」という意識で自主的な避難も含め、自らがとるべき行動について整理しておきましょう。

台風に備えましょう

・ハザードマップや避難場所、非常用品を確認する。
・屋外の植木など飛散しそうなものは、屋内に片付けるかしっかりと固定する。
・屋根や壁などの補修は早めに済ませる。
・大雨による浸水や土砂災害、河川の増水・ 氾 

はん

 濫 の危険があるので、低い土地や
らん

斜面のそばに居る方は早めの避難を想定する。
・常に最新の気象情報を入手し、市から警戒レベル４の避難指示が発令されたら
危険な場所から全員避難する。

●台風が接近する前

・なるべく外出は避ける。
・テレビアンテナや屋根の補修のためなど、屋根に上ることはしない。
・急な崖や増水した河川や用水路には絶対に近づかない。
・農地や漁船等の状況が気になっても、決して様子を見に行かない。

●台風が接近して大雨や暴風の影響を受け始めたとき

※警報・注意報が発表されたとき、土砂災害、浸水害、洪水害の危険度を色分けして地図上に示した危
険度分布を気象庁ホームページで確認できます。それぞれの災害が発生する危険度が高まっている地
域を簡単に把握できますので、台風の接近が予想されるときや影響を受け始めた場合にもぜひご活用
ください。

＜庶務グループ＞

気象台HP
「台風情報」
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
防
本
部  

☎
4
2
・
3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
全
て
の
電
話
機
（
固
定
電
話
、

携
帯
電
話
、
公
衆
電
話
）
に
お
い

て
、
局
番
な
し
の
「
１
１
９
」
で

消
防
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
】

①
通
報
時
は
消
防
か
ら
必
要
な
情

報
を
聞
き
ま
す
の
で
、
慌
て
ず

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

②
自
動
車
を
運
転
中
に
交
通
事
故

を
発
見
し
た
場
合
は
、
必
ず
安

全
な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

③
か
も
い
岳
や
文
珠
地
区
等
か
ら

携
帯
電
話
で
通
報
す
る
と
、
近

隣
市
町
に
近
い
た
め
、
本
市
以

外
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
本
市
に
転
送
し
て
も
ら

え
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
か

け
く
だ
さ
い
。

④
間
違
え
て
１
１
９
番
通
報
し
た

場
合
は
、
無
言
で
電
話
を
切
ら

ず
に
「
間
違
い
通
報
」
で
あ
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
性
の
な
い
問
い
合
わ
せ
等

は
、
消
防
署
の
電
話（
４
２
・
３

２
５
５
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
の

　
　
　
か
け
方
に
つ
い
て

〈
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
〉

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

警防・救急グループ

　
地
震
や
風
水
害
等
に
対
す
る
心

構
え
等
を
育
成
す
る
た
め
、
９
月

１
日
を
「
防
災
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
近
年
自
然
災
害
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
発
生
時
の
対
応

９
月
１
日
は

　
　
　
　「
防
災
の
日
」
！

▼
揺
れ
や
緊
急
地
震
速
報
を
受
信

し
た
ら
　
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下

に
隠
れ
、
身
の
安
全
を
守
り
、

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し

ょ
う
。

▼
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
　

▽
家
で
の
対
応

・
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
火
の

元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
窓
や
戸
を
開
け
、
避
難
口
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
や
隣
近
所
の
安
否
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
外
で
の
対
応

・
余
震
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
塀

な
ど
倒
れ
そ
う
な
所
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
看
板
や
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
離
れ
ま

し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て

　
あ
ら
か
じ
め
次
の
持
ち
出
し
品

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
詰
め

て
お
き
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
貴
重
品
（
印
鑑
、
預
金
通
帳
、

現
金
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

〈
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
〉
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第2話 消防署の有線放送設備について

上歌、東光、本町、歌神地区

神威、中村、文珠地区

　
消
防
署
で
は

有
線
放
送
用
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を

各
地
区
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
上
歌
か
ら
歌

神
ま
で
の
設
置

箇
所
は
、
上
歌

１
、
東
光
１
、

本
町
３
、
歌
神

１
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
神
威
か
ら
文

珠
ま
で
の
設
置

箇
所
は
、
神
威

３
、
中
村
１
、

文
珠
５
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
全
地
区
で
　１５

か
所
と
な
り

ま
す
。

　
放
送
内
容
は

・
大
雨
や
強
風
の
注
意

・
熱
中
症
の
予
防

・
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

・
選
挙
投
票
の
啓
発
　

な
ど
、
消
防
に
限
ら
ず

様
々
な
情
報
を
放
送
し
ま

す
。

※
毎
月
第
１
土
曜
日
に
定

期
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
二
重
サ
ッ
シ
や
断
熱
材
等
の

効
果
で
、
家
の
中
に
い
る
と
聞

こ
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
窓
を
開
け
て
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
の
電
話
番
号
に
か

け
る
と
放
送
内
容
の
音
声
が
流

れ
、
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次回～第3話 消防署の防火水槽について

（C（C））OOpenStreetMapenStreetMapp
contributor   contributorss

・
生
活
品
（
常
備
薬
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
（
充

電
器
含
む
）、
洗
面
用
具
、
ウ
エ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
タ
オ
ル
、

ス
リ
ッ
パ
、
衣
類
な
ど
）

・
感
染
防
止
品
（
マ
ス
ク
、
除
菌

シ
ー
ト
、
消
毒
液
、
ば
ん
そ
う

こ
う
、
三
角
巾
な
ど
）

・
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
が
目
安
）

・
非
常
食
（
乾
パ
ン
、
缶
詰
、
米

（
ア
ル
フ
ァ
米
）
な
ど
）

・
そ
の
他
（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

ボ
ン
ベ
、
電
池
式
ラ
ン
タ
ン
、

マ
ッ
チ
、
カ
イ
ロ
な
ど
）

放送内容確認

緯 42-5577
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得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
」
に
、
北
海
道
独
自
の
給

付
金
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
と
認
め
、
専

決
処
分
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
６
月
末
給
付
の
、
国
の
「
低
所

NEWS

議会の動き
第4回臨時会

8月8日、会期1日間で開催

■
商
業
施
設
新
築
工
事
（
建
築
主

体
）
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
商
業
施
設
新
築
工
事
（
建
築
主

体
）
の
本
契
約
に
当
た
っ
て
、
予

定
価
格
が
１
億
５
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
法
令
及
び
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
得
ま

し
た
。

　令和５年10月１日から消費税の仕入税額控除の方式として、インボイス制度が開始されます。
　インボイス制度は、事業者における消費税の計算や取り交わされる請求書等に関するものであること
から、多くの事業者の皆さんに制度を理解していただき、準備や対応を行っていただく必要があります。

インボイス制度のお知らせ

・インボイス制度とは、令和５年10月１日から始まる消費税の仕入税額控除の方式です。
・インボイス制度においては、買手は消費税の仕入税額控除のために、原則として、売手が交付するイ
ンボイスを保存する必要があります。
・売手がインボイスを交付する場合は、登録番号の記載が必要であり、登録番号を取得するためには登
録申請手続きが必要です。

　インボイス制度が始まる令和５年10月１日から登録を受けるには、原則、令和５年３月31日までに
登録申請書を提出する必要があります。
※期限間近には申請が集中し、処理に一定の時間を要する場合があります。申請を予定されている事業
者の方は早期提出にご協力をお願いします。

　税務署では、インボイス制度の概要を説明する「インボイス制度説明会」や登
録申請を希望される方へ、スマートフォンを利用した登録申請手続きを説明する
「登録申請相談会」を開催しています。くわしくは、札幌国税局ホームページ
（https://www.nta.go.jp/about/organization/sapporo/invoice_setsumeikai/
index.htm）に掲載していますので、ご確認ください。

●インボイス制度とは

●登録申請手続き

●インボイス制度説明会・登録申請相談会のご案内

札幌国税局HP

　広報８月号の８ページ「健幸寿命の延伸に
向けて」の記事に誤りがありました。
　深くお詫び申し上げますとともに、下記の
とおり訂正します。
●訂正箇所
・「運動に関する事業」中、「プール利用料助成
事業」の概要

広報８月号記事の誤りについて

問い合わせ　企画広報グループ
　　　　　　（市役所３階 緯42-3214）

【誤】体力向上を目指し、市民がかもい岳
スキー場を利用しやすくするため、
シーズン券購入時に助成を行う。

【正】市民が赤平市、奈井江町のプールを
利用する際の使用料を市が負担し、
健康増進を図る。

　問い合わせ　消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター（緯0120-205-553）
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ウ
ィ
ル
ツ
・
カ
イ
ル
・
リ
ー

　
平
成
　
年
か
ら
本
市
の
外
国
語

２９

指
導
助
手
と
し
て
従
事
し
て
い
る

ウ
ィ
ル
ツ
・
カ
イ
ル
・
リ
ー
さ
ん

（
以
下
カ
イ
ル
さ
ん
と
呼
び
ま
す
）

は
、
本
年
７
月
で
５
年
の
任
期
が

満
了
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
入
国
規
制

の
た
め
、
新
規
招
致
予
定
者
の
未

配
置
期
間
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
例
と
し
て
任
期

を
令
和
５
年
７
月
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
任
期
延
長
に
、
歌
志
内
学

園
の
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
皆
さ

ん
も
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
私
生
活
で
は
、
歌
志
内
に
来
て

か
ら
始
め
た
弓
道
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
６
月

に
２
段
を
取
得
し
ま
し
た
。
外
国

語
指
導
助
手
の
任
期
中
に
３
段
の

取
得
に
挑
戦
す
る
た
め
、
練
習
に

も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
カ
イ
ル
さ
ん
は
、

任
期
満
了
後
も
「
で
き
る
こ
と
な

ら
歌
志
内
に
い
た
い
」
と
う
れ
し

い
言
葉
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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任
期
を
延
長
！

　北海道鉄道活性化協議会では、多くの道民の
皆さんに鉄道をはじめとした公共交通機関に親
しみをもってもらい、利用の促進につなげるた
め、実際の乗車を促す企画として「LOVE  
LOVE 北海道ビンゴスタンプラリー」を開催し
ています。
　全道307か所を巡ってビンゴをしてみませ
んか？スタンプはスマートフォンの「GPS」の
位置情報により取得します。
　ビンゴの達成列ごとに豪華賞品が当たる抽選
に応募が可能です。
　ぜひ、挑戦してみてください！
※くわしくは、特設サイト（https://hokkaido-
　bingorally.com/）をご確認ください。

▼期　間　令和５年１月20日（金）まで

 LOVELOVLOVE LOVEE北海道ビンゴ 北海道ビンゴ

▼参加方法　右記ＱＲコ
　ードをスマートフォン
　で読み込み、参加登録
　をしてスタンプスポッ
　トを探し、「GPS」の位
　置情報でスタンプを取
　得していきます。
＜企画広報グループ＞

さ 
ん

　はじめまして、6月から総務課庶務グループに勤務しています
諸橋理奈です。
　出身は砂川市で、岩手県の大学に進学し、卒業後に北海道へ戻
ってきました。歌志内市は気軽に行くことができる距離だったこ
ともあり、小さいころから遊びに行くことも多く、なじみのある
場所でした。そのような思い入れのある環境で働くことができて
うれしく思います。
　趣味はスポーツ観戦で、野球や卓球、バレーボールなどいろい
ろなスポーツを観ることが好きです。今はテレビで観戦すること
がほとんどですが、今後はもっと休日に会場に足を運んで応援し
たいなと思っています。
　私は現在、文書管理など庁舎内の仕事を主に行っています。まだまだ未熟で周りのかたがたに迷
惑をかけてばかりですが、できることを増やして成長できるよう取り組んでいきたいと思います。
　市民の皆さまと直接顔を合わせる機会は少ないと思いますが、少しでも歌志内市に貢献できるよ
う頑張っていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。

庶務グループ 諸 橋 理 奈です庶務グループ 諸
もろ

橋
はし

理
り

奈です
な

スタンプラリスタンプラリーーを開催！

スタンプラリー
サイト

外
国
語
指
導
助
手
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食生活改善推進協議会
おすすめ健康料理

　しょうゆ ……大さじ1
　白ごま ………大さじ1
　ごはん ………茶碗4杯
　半熟ゆでたまご… 2個
　スナップえんどう
　　　　　　　…… 4本
　紅しょうが………少々

・サバそぼろは、そうめんや冷奴にのせたり、レタス
　に包んで食べてもおいしいです。

●作り方
①たまねぎとえのき茸はみじん切りに、にんじんとし
　ょうがはすりおろす。
②フライパンに①、サバ缶(汁ごと)、酒、しょうゆを入
　れ、さばを細かく崩しながら炒り煮する。水分がな
　くなり、しっとりしたそぼろ状になったら火を止め、
　ごまを混ぜる。
③鍋に湯を沸かし、筋を取ったえんどうをゆでて取り出
　す。そのままの鍋に卵を入れて6分ゆで、水で冷やし
　てから殻をむく。えんどうと半熟たまごを半分に切る。
④丼にご飯を盛ってそぼろをのせ、半熟たまご、えんど
　う、紅しょうがを添える。

　歌志内市食生活改善推進協議会（小島照美会長・推
進員21名）より、おすすめの健康料理をご紹介します。
　今回は、サバのみそ煮缶を利用した1品です。骨ご
と食べるサバ缶は、たんぱく質とカルシウムがしっか
りとれます。たっぷりの野菜も加えて栄養満点のそぼ
ろにしました。卵やえんどう、紅しょうがを添えれば
彩りもよく、お弁当にもおすすめです。

サバそぼろ丼

●材料（４人分）
　サバみそ煮缶
　　　…… 1缶（200g）
　たまねぎ………100g
　えのき茸  ……… 50g
　にんじん  ……… 50g
　しょうが  ……… 10g
　酒 ……………大さじ1

ワンポイント
アドバイス

 １人分の栄養価
　エネルギー…368kcal
　たんぱく質……16.1ｇ
　カルシウム　…164mｇ
　塩分 ……………  1.5ｇ

　「ぶどう畑のひとりごと」は都合により休載します。

　不適正排出とは、分別間違いや、指定ごみ袋を使用しないなどの、市のごみ出しルールとは違う方法
でごみを出すことです。 
　不適正排出物は、「不適正シール」を貼って市では収集しません。
●分別方法について
　分別方法がわからない場合には、市役所環境交通グループにお問い合わせいただくか、市のホームペ
ージでも確認することができます。
　また、直接窓口に来庁していただければ、ごみ分別辞典、ごみの分別と収集日のポスターをお渡しし
ますのでご活用ください。

　問い合わせ　環境交通グループ（市役所１階 緯42-3217）

家庭ごみの不適切排出について

●収集日・分別を間違ってしまったら
　不適正シールには、収集されなかった理由が書いてありますので、確認
して出し直してください。
　不適正排出物が溜まると、同じごみステーションを利用する近所の皆さ
んに大きな迷惑がかかり、収集作業にも支障をきたします。
　ご協力のほど、よろしくお願いします。



問い合わせ 保健介護グループ  （市役所２階  ☎ 42-3213）

あなたの健康を応援します!
Let’ s 健康！

1111 令和４年９月号

　　　　　 ・帰ったらすぐ冷蔵庫へ

　　　　　 ・冷蔵庫の7割程度で入れる（入れすぎない）

　　　　　 ・冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以下

　　　　　　 に維持（扉の開閉はすばやく）

　　　　　 ・消費期限などの表示をチェック

　　　　　 ・肉や魚はそれぞれ分けてポリ袋へ

　　　　　 ・できれば保冷剤や氷と一緒に

　　　　　 ・寄り道しないでまっすぐ帰る

　　　　　 ・生の肉と加熱後の肉をつかむ箸やトングを分ける

　　　　　 ・加熱は十分に（中心部温度が75℃で1分以上）

　　　　　 ・電子レンジを使う時は、均一に加熱されるように

　　　　　 ・包丁やまな板は使うたびに洗う（肉や魚と分ける）

　　　　　 ・調理を途中でやめたら、食品は冷蔵庫へ

　　　　　 ・こまめに手を洗う

　　　　　 ・冷凍食品の解凍は冷蔵庫で

　　　　　 ・肉や魚は生で食べるものから離す

　　　　　 ・野菜はよく洗う

　　　　　 ・包丁やまな板、ふきんは消毒する

　　　　　 ・ちょっとでも怪しいと思ったら、思いきって捨てる

　　　　　 ・手洗い後、清潔な器具や容器で保存

　　　　　 ・早く冷えるように小分けする

　　　　　 ・温めなおすときは十分に加熱する（75℃以上）

　　　　　 ・食事の前に手を洗う

　　　　　 ・盛り付けは清潔な器具や食器で

　　　　　 ・長時間、室温に放置しない

●食中毒は年間を通して発生

●家庭でできる食中毒予防６つのポイント

　家庭での食中毒予防は、「食品の購入」「家庭での保存」「下準備」「調理」「食事」「残った食品」の６つのポ

イントで、上記の３原則をしっかり実践していくことにあります。

　５月～９月は湿度や気温が高いため細菌性の食中毒が、12月～３月はノロウイルスなどのウイルス性

の食中毒の発生が多く見られます。アニサキスなどの寄生虫による食中毒は年間を通して発生していま

す。食中毒はどの時期にも発生するので、日ごろから予防を心がけましょう。

●食中毒予防の３原則 『つけない、増やさない、やっつける』

　食中毒は、その原因となる細菌やウイルスが食べものにつき、体の中に入ることによって起こります。

食中毒の原因が体の中に入るのを防ぐ方法は次の３つです。

　今回のレッツ健康は“食中毒の予防”についてです。

　食中毒は、飲食店などの外食で発生しているだけでなく、家庭でも発生しています。家庭における食

中毒は、症状が軽かったり、家族のうち全員には症状が出なかったりする場合もあるため、食中毒と認

識されないケースも少なくありません。

　厚生労働省の統計では、家庭での食中毒の発生件数は全体の１割程度となっていますが、実際にはも

っと多く発生していると推測されます。

1.購入 2.保存

3.下準備 4.調理

5.食事 6.残りもの

つけない！

＝洗う、分ける
増やさない！

＝低温保存
やっつける！

＝加熱、消毒


